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区分申告書の記入方法や提出書類が分からない方はお気軽に組合へお問合せ下さい。 
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 （発行責任者 中山 英治） 

 http://www.kenrou.net/ 
E-mail:chou-ken@mx2.avis.ne.jp 

お 

願 

い 
 

長
建
国
保
加
入
事
業
所
が
法
人 

化
さ
れ
る
場
合
や
、
従
業
員
が
５ 

名
以
上
と
な
る
場
合
は
該
当
日
か 

ら
５
日
以
内
に
適
用
除
外
申
請
を 

し
な
け
れ
ば
長
建
国
保
を
継
続
す 

る
事
が
で
き
ま
せ
ん
。
該
当
事
業 

所
は
事
前
に
組
合
に
ご
相
談
下
さ 

い
。 

 

１０
月
２３
日
に
県
内
に
接
近
し
た
台
風

２１
号
に
よ
る
強
風
で
、
多
く
の
住
宅
等

に
も
被
害
の
報
告
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
組
合
員
さ
ん
の
住
宅
や
、
家
財
に

台
風
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
が
い
ま
し

た
ら
組
合
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
被
害

状
況
（
１０
万
円
以
上
）
に
よ
り
、
セ
ッ

ト
共
済
か
ら
風
水
害
の
共
済
金
給
付
が

あ
り
ま
す
。 

長
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る
組
合
員
の

お
手
元
に
は
平
成
３０
年
度
保
険
料
・
職

種
・
職
層
区
分
申
告
書
が
届
い
て
い
る
か

と
思
い
ま
す
が
、

１２
月
６
（
水
）

が
提
出
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
全

員
の
提
出
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

 

職種や、区分が変更になる方はこちらの欄もご記入下さい。 

昨年と仕事形態が変わった方は赤

い枠内もご記入下さい。 

※押し忘れ注意！ 

昨年と仕事形態が変わらなかった

方はこちらに押印して下さい。（個人

は個人印、法人は登記印を） 

厚生年金保険被保険者標準報酬決定

通知書や出勤簿（短時間労働者）の提

出が必要な方は○印がついていますの

で必ずご確認下さい。 

該当する区分に○印を記入 

セット共済の給付が

あります。 

 

組
合
窓
口
で
は
全
労
済
の
「
住
ま
い

る
共
済
」（
火
災
・
自
然
災
害
）
の
加
入

手
続
き
が
で
き
ま
す
。
全
労
済
で
は
創

立
６０
周
年
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
自
宅

の
建
物
や
家
財
の
保
障
を
見
直
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
お
気
軽
に
組
合
へ
お
越
し

下
さ
い
。 

法人等の事業所は「厚生年金保険被保険者標準報酬決定通知

書の写し」の提出をお忘れ無く。 
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年末に向けて現場の繁忙期になります。もう一度現場の安全を見直しましょう。 

１ 学科・製図コース 

（１）学科（４０回） 
【受講期間】平成３０年２月 ８日（木）～ 

平成３０年６月２８日（木） 
 【日時】毎週火曜日・木曜日（週２回） 
     午後６時３０分～午後９時３０分 
 【講座内容】法規・計画・構造・施工（各１０回） 
（２）製図（１７回・用具持参） 
【受講期間】平成３０年７月３日（火）～ 

平成３０年９月２日（日） 
 【日時】毎週火曜日・木曜日（週２回） 
     午後６時３０分～午後９時３０分 
※９月２日（日）は午前１０時３０分～午後４時３０分 
（３）受講料（教科書は受講生負担） 
 雇用保険等加入者 ：７０，０００円 
 雇用保険等未加入者：８０，０００円 
（４）会場 長野共同高等職業訓練校 
（５）募集人数 ２０名 

２ 製図コース「学科合格者を対象」 

※受講期間・日時は上記製図と同様 

（１）受講料 雇用保険等加入者： ３０，０００円 

       雇用保険等未加入者：３５，０００円 
（２）募集人数 １０名 
■申込先・問合せ先 
 希望する方は受講申込書に受講料を添えて、平成２９ 
年１２月１日（金）～平成３０年１月２９日（月）まで 
に直接下記へ申し込んで下さい。 
長野地域職業訓練センター 
長野市大字大豆島４０３４ 
ＴＥＬ ０２６－２２１－０５０５ 
 

毎年この時期になるとインフルエンザの流行

が話題に上がります。長建国保被保険者の方で

インフルエンザの予防接種を受けた方は長建国

保より一人３，０００円までの補助金が受けら

れます。支給は１年度に付き１回ですので、小

さいお子様が２回に分けて受けられる場合はま

とめて申請して下さい。また、２年まで有効期

限がありますので、昨年度申請し忘れた方も遡

って申請することができます。申請される方は

①領収書（受診者の氏名・接種日・領収額・医

療機関名が記載されている事）②印鑑を持参の

うえ、組合までお越し下さい。 
 

労福協主催の下記イベントに参加される組合員さ

んへ組合より２，０００円の補助を行います。希望

される方は組合へご連絡下さい。 
【日時】１２月９日（土） 

 １５：００～１８：００ 
【参加資格】５０歳以下の未婚の男女 
【参加人数】男女とも３０名（定員を超えた場合は

抽選となり、結果は郵送でお知らせと

なります。 
【会場】長野市内のホテル（当選者へ後日連絡） 
【参加費用】男性３，０００円・女性２，０００円 
【受付期間】１１月１３日（月）～２４日（金） 
（土日祝日を除く１０：００～１６：００） 
【申込先】ＴＥＬ ０２６－２３４－０２９４ 
【その他】このイベントで出逢い、めでたく結婚さ

れたカップルには長野地区労福協より５

万円相当の記念品が贈呈されます。 

自身が執筆した米山さんの７冊

目となる本が刊行されました。是

非一読を！問合せは建築のよねや

まへ℡０２６－２４１－６２３２ 
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９
月
２２
日
、
女
性
の
会
で
は 

山
岸
玲
子
先
生
を
講
師
に
招
い 

て
ち
り
め
ん
細
工
教
室
を
開
催 

し
、
１５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

ち
り
め
ん
は
細
や
か
な
「
し 

ぼ
」
の
あ
る
優
し
く
美
し
い
絹 

織
物
で
、
３
０
０
年
ほ
ど
前
の 

江
戸
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま 

で
日
本
の
着
物
の
材
料
と
し
て 

愛
好
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の 

ち
り
め
ん
の
小
さ
な
残
り
布
を 

縫
い
合
せ
て
、
バ
ラ
の
花
を
作 

り
、
バ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ム
、
バ
レ 

ッ
タ
、
ブ
ロ
ー
チ
、
ペ
ン
ダ
ン 

ト
ト
ッ
プ
へ
と
思
い
思
い
の
作 

品
に
仕
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。 

か
わ
い
ら
し
い
作
品
を
作
り
あ 

げ
た
女
性
の
会
の
皆
さ
ん
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年末に向けて現場の繁忙期になります。もう一度現場の安全を見直しましょう。 

１月に行われる組合健康診断の受付を１２月７日（木）より開始します。早い時間帯はすぐに埋まってしまうことが

予想されますので、ご予約はお早めにお願いします。なお、今回は女性限定日（今年度最後）に超音波乳がん健診・子

宮頸がん健診も合わせて実施しますので、この機会にぜひご検討下さい。なお、組合健診の受診を希望される方は、①

組合窓口直接申込み、②FAX 予約申込み（詳細は１２月１日発送予定の組合費等請求書に同封される申込書を参照）
のいずれかでお申し込み下さい。 
窓口受付・FAX予約申込みは１２月７日（木）８時３０分から開始となります。予めご承知おき下さい。 
 
 

必ずご確認下さい！！ 
※トラブル防止のためTEL予約は一切受付け出来ません。 

※同年度内に組合健診をすでに受診している方や、人間ドック 

の補助金を受給している方、他病院受診の人間ドックを受診 

されている方は全額自己負担となりますのでご注意下さい。 

 

事業所にお勤めの方ご協力をお願いします！！ 

事業所にお勤めの４０歳以上の従業員の皆さんは、事業所が実

施した健診（事業主健診）の結果を組合にお持ち頂くと特定健診

を受けたとみなされます。提出して頂いた皆さんに５００円分ク

オカードを進呈します。 

  2 , 0 0 0 円 （ 1 人 ）

1 1 , 6 7 0 円 （ 1 人 ）

  1 , 0 0 0 円 （ 1 人 ）

  4 , 9 6 0 円 （ 1 人 ）

      7 0 0 円 （ 1 人 ）

  1 , 7 0 0 円 （ 1 人 ）

  1 , 0 3 0 円 （ 1 人 ）

  3 , 0 8 0 円 （ 1 人 ）

  3 , 0 8 0 円 （ 1 人 ）

            0 円  （ 1 人 ）

  1 , 2 9 0 円 （ 1 人 ）

 ( 被 保 険 者 で H 2 9. 4. 1 現 在 2 0 歳 以 上 )

 ( 被 保 険 者 で H 2 9. 4. 1 現 在 2 0 歳 以 上 )

女 性 限 定 オ プ シ ョ ン ②

女 性 限 定 オ プ シ ョ ン ①

骨 健 診 （ 長 建 国 保 未 加 入 者 ）

子 宮 頸 が ん 健 診

乳 が ん 検 診 ※ 超 音 波 健 診

特 定 健 診 コ ー ス

( 4 0 歳～7 4 歳 が 対 象 )

長 建 国 保 加 入 者 本 人 と そ の 家 族

前 立 腺 が ん ( 被 保 険 者 で H 2 9. 4. 1 現 在 5 0 歳 以 上 )

前 立 腺 が ん ( 上 記 以 外 の 方 )

石 綿 健 診 ( 総 合 コ ー ス と 一 緒 に 受 診 )

石 綿 健 診 の み 

骨 健 診 （ 長 建 国 保 加 入 者 本 人 と そ の 家 族 ）

※受診開始：午後1時30分～

石 綿 健 診 ( 特 定 健 診 コ ー ス と 一 緒 に 受 診 )

  1 , 0 0 0 円 （ 1 人 ）

  1 , 0 0 0 円 （ 1 人 ）

総 合 健 診 コ  ー ス

( 特 定 健 診 項 目 を 含 む )

オ プ シ ョ ン

長 建 国 保 加 入 者 本 人 と そ の 家 族

長 建 国 保 未 加 入 者

長 建 国 保 未 加 入 者

実施日 場所

1/15（月） 長野職業訓練校

1/16（火） 若里市民文化ホール

1/17（水） 健康づくり事業団

1/18（木）
健 康 づ く り 事 業 団

※ 女 性 限 定 日

1/19（金） 長野職業訓練校

※各日とも９：００、１０：００からお選び頂きます。 

事業所にお勤めの従業員の皆さんは、事業所が実施した健

診（事業主健診）の結果を組合にお持ち頂くと特定健診を受

けたとみなされます。提出して頂いた皆さんに５００円分ク

オカードを進呈します。 

※健診時間はおおむね１時間程になります。 

事業所にお勤めの従業員の皆さんは、事業所が実施した健

診（事業主健診）の結果を組合にお持ち頂くと特定健診を受

けたとみなされます。提出して頂いた皆さんに５００円分ク

オカードを進呈します。 

※女性限定オプション（乳がん・子宮頸がん健診）は、同年度中に組合健診の受診がない場合、全額自己負

担となりますのでご注意下さい。 

【法律無料相談実施日】 
次回：平成２９年１２月２０日（水）、 

平成３０年 １月１７日（水） 
午後６：００～午後８：００ 
（１日最大４名まで） 会場：組合会館 

組合では毎月１回弁護士による法律無料相

談を行っています。１２月～１月は下記日程

となりますので予めご承知おき下さい。（要

予約）また、下記の他、第１、第３水曜日は

事前連絡をいただくと組合窓口時間を延長し

て受付業務を行っていますのでご利用下さ

い。 
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組合長コラム「ちょっとよろしいですか？」ご意見等ありましたらお気軽に声をお聞かせ下さい。 
 
 

 

「
や
っ
た
ー
!!
大
牟
田
支
部 

目
標
一
番
乗
り
」
こ
れ
は
去
る 

10
月
25
日
よ
り
３
日
間
に
渡
り 

開
催
さ
れ
た
全
建
総
連
第
58
回 

定
期
大
会
２
日
目
の
組
織
部
分 

科
会
の
資
料
に
あ
っ
た
、
福
岡 

県
連
機
関
紙
10
月
号
の
一
面
の 

タ
イ
ト
ル
で
す
。
活
字
が
大
き 

く
記
載
さ
れ
バ
ッ
ク
の
写
真
は 

大
ス
タ
ー
マ
イ
ン
が
打
ち
上
げ 

ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
当
然
カ 

ラ
ー
印
刷
で
す
。
長
野
建
労
の 

組
織
拡
大
目
標
は
２
０
０
名
で 

す
が
ま
だ
達
成
ま
で
届
い
て
お 

り
ま
せ
ん
。
早
く
目
標
達
成
を 

し
て
、
大
ス
タ
ー
マ
イ
ン
を
打 

ち
上
げ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま 

す
。
そ
の
原
動
力
は
何
と
言
っ 

て
も
、
青
年
部
を
始
め
と
す
る 

若
い
行
動
力
あ
る
組
合
員
さ
ん 

一
人
一
人
の
「
力
」
が
必
要
で 

す
。
今
回
の
大
会
に
も
、
全
国 

の
青
年
部
と
ふ
れ
あ
い
、
語
り
、 

活
動
意
欲
を
感
じ
も
ら
え
れ
ば 

と
思
い
、
当
組
合
の
青
年
部
に 

も
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

こ
の
コ
ラ
ム
の
中
で
、
大
会
に 

参
加
し
た
徳
武
副
青
年
部
長
の 

感
想
を
語
っ
て
頂
き
ま
す
。 

 

『
昨
年
に
引
き
続
き
、
青
年 

部
と
し
て
二
回
目
の
全
建
総
連 

定
期
大
会
へ
の
参
加
を
さ
せ
て 

頂
き
ま
し
た
。
昨
年
、
青
年
部 

代
表
と
し
て
初
め
て
参
加
し
た 

横
田
青
年
部
長
、
横
沢
副
青
年 

部
長
か
ら
は
「
全
国
の
仲
間
達 

の
熱
さ
は
凄
い
よ
！
」
と
聞
い 

て
い
ま
し
た
。
２
日
目
に
は
９ 

分
科
会
に
分
か
れ
て
話
し
合
い
、 

私
は
「
組
織
部
」
に
参
加
し
ま 

し
た
。
そ
の
中
で
長
野
県
代
表 

と
し
て
発
言
を
さ
せ
て
頂
く
と 

い
う
貴
重
な
体
験
も
で
き
ま
し 

た
。
他
県
で
も
多
く
の
青
年
部 

員
が
参
加
し
て
お
り
、
熱
く
活 

気
に
あ
ふ
れ
る
発
言
や
活
動
報 

告
が
あ
っ
て
圧
倒
さ
せ
ら
れ
て 

し
ま
い
ま
し
た
。
今
大
会
に
参 

加
し
、
全
国
の
仲
間
の
様
々
な 

話
を
聞
き
、
参
考
に
な
る
た
く 

さ
ん
の
資
料
も
頂
い
た
の
で
、 

今
後
の
長
野
建
労
青
年
部
の
活 

動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思 

い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
よ
う 

な
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
、 

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し 

た
。
今
後
も
こ
の
様
な
活
動
に 

青
年
部
も
積
極
的
に
に
参
加
し 

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。』 

 

右
記
の
通
り
で
す
の
で
、
次 

年
度
以
降
も
青
年
部
を
は
じ
め
、

毎
回
全
国
大
会
に
参
加
さ
れ
て 

い
な
い
方
に
参
加
要
請
を
し
、 

将
来
の
組
合
を
背
負
っ
て
く
れ 

る
人
材
に
育
っ
て
欲
し
い
と
期 

待
し
て
お
り
ま
す
。 

竹
内 

武
幸 

 

中
央
母
袋
一 

奥
山 

賢
人 

 

中
央
母
袋
一 

玉
木 

邦
由 

 

芹
田 

四
班 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｚ 

Ｊ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｎ 

佐
藤 

 

栄 
 

三
輪 

六
班 

花
里
志
穂
美 

 

三
輪 

七
班 

藤
澤 

廣
典 

 

若
槻 

一
班 

瀧
澤 

昴
太 

 

若
槻 

五
班 

伊
藤 

道
彦 

 

西
部
宏
大
班 

冨
田
健
太
郎 

 

西
部
宏
大
班 

上
山 

大
輔 

 

鶴
賀
川
端
班 

有
賀 

克
伸 

 

鶴
賀
川
端
班 

※
平
成
29
年
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月
末
現
在 
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三
輪 

二
班 

経
済
産
業
省
よ
り
塗
装
工
事 

に
お
け
る
左
記
の
注
意
喚
起
が 

通
達
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
該 

当
す
る
方
は
ご
注
意
下
さ
い
。 

ガ
ス
機
器
の
吸
排
気
筒
、
換 

気
扇
等
の
吸
排
気
設
備
が
養
生 

ビ
ニ
ー
ル
等
で
塞
が
れ
た
状
態 

で
ガ
ス
機
器
を
使
用
し
た
事
に 

よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
事
故
等 

が
多
発
し
て
い
る
と
の
事
で
す
。 


